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株式会社買取王国との業務提携に関するお知らせ 
 

当社は、株式会社買取王国（本社：愛知県名古屋市港区川西通 5丁目 12番地、代表取締役

社長：嶋本 匡能）と本日付で業務提携契約を締結することを決定いたしましたので、下記の通

りお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 業務提携の目的 

① 双方の有する経営資源及び経営ノウハウを有効に活用し、双方のお客様の利便性の拡充を

もたらすこと。 

② 引越しの時に発生した不用な品物のリユースを促進することによって持続可能な環境及び

循環型社会の形成に貢献すること。 

③ 株式会社買取王国を通じ、品物の査定額を提携先の大学や非営利団体に寄付することによ

ってより善意溢れる社会づくりに貢献すること。 

 

２． 業務提携の内容等 

当社は、引越しサービスをご利用するお客様に株式会社買取王国の「モノドネ」サービスを

紹介し、「モノドネ」サービスをご利用希望のお客様の不用な品物を回収、保管業務を行います。 

株式会社買取王国は、当社よりお客様の不用な品物を受取り、査定します。査定額をお客様

が指定した提携先の大学や非営利団体に寄付します。 

受け取った品物に関しては、再利用されていく仕組みができております。日本国内で商品化で

きる品物は、株式会社買取王国の店舗もしくはネットショップで販売し、必要とされる方の元

で再利用されます。日本国内で商品化できない品物は、協力企業を通して海外にて必要とされ

る方の元で再利用されます。 

詳細な内容は下記の寄付の流れをご覧ください。 

 



 

３． 業務提携の相手先の概要 

（１） 名 称 株式会社買取王国 

（２） 所 在 地 愛知県名古屋市港区川西通 5 丁目 12 番地 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 嶋本 匡能 

（４） 事 業 内 容 総合リユース小売業 

（５） 資 本 金 49,003 千円 

（６） 設 立 年 月 日 1999 年 10 月 

（７） 

大株主及び持株比率 

(2023年２月 28日現

在。自己株式を除く発

行済株式の総数に対

する保有株式数の割

合) 

有限会社カルチャービジネス 36.64％、長谷川 太一 5.95％、野村

證券株式会社 5.06％、新沼 吾史 3.06％、長谷川 和夫 2.99％、

モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券株式会社 2.40％、日本証券金融

株式会社 2.09％、買取王国社員持株会 2.09％、壬生 順三 

1.79％、長谷川 千華 1.38％、長谷川 ちひろ 1.38％ 

（８） 
上場会社と当該会社 

と の 間 の 関 係 

資 本 関 係 該当事項はありません。 

人 的 関 係 該当事項はありません。 

取 引 関 係 該当事項はありません。 

関連当事者へ

の 該 当 状 況 
該当事項はありません。 

（９） 当該会社の最近３年間の経営成績及び財政状態 

決算期 2021年２月期 2022年２期 2023年２期 

 純 資 産 1,995,862千円 2,120,486千円 2,397,572千円 

 総 資 産 3,396,656千円 3,447,461千円 3,954,569千円 

 １ 株 当 た り 純 資 産 563.96円 593.04円 662.60円 

 売 上 高 4,893,308千円 4,950,509千円 5,865,811千円 

 営 業 利 益 125,896千円 195,143千円 387,280千円 

 経 常 利 益 145,695千円 219,011千円 420,766千円 

 当 期 純 利 益 102,375千円 122,806千円 273,923千円 

 １株当たり当期純利益 28.92円 34.47円 76.06円 

 １ 株 当 た り 配 当 金 6円 7円 16円 

 

 

 



４． 日程 

（１） 契 約 決 定 日 2023年７月 20日 

（２） 契 約 締 結 日 2023年７月 20日 

（３） 事 業 開 始 日 2023年７月 20日 

 

５． 今後の見通し 

 本業務提携が、当社の連結業績に及ぼす影響は現時点では軽微であると認識しております。

連結業績予想の修正等、今後、公表すべき事項が生じた場合には速やかに開示いたします。 

 

以上 


